
遅
滞
な
く
、
申
請
者
に
別
記
第
九
号
の
三
様
式
に
よ
る
確
認
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
確
認
書
に
記
載
す
る
代
金
返
還
請
求
権
等
の
額
は
、
受
理
日
供
託
額
か
ら
損
害
調
査
費
用
を
控

除
し
た
額
を
限
度
と
す
る
。

遅
滞
な
く
、
申
請
者
に
別
記
第
九
号
の
三
様
式
に
よ
る
確
認
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
確
認
書
に
記
載
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
額
は
、
受
理
日
供
託
額
か
ら
損
害
調
査
費
用
を
控
除

し
た
額
を
限
度
と
す
る
。

10
・
11

（
略
）

10
・
11

（
略
）

（
権
利
の
調
査
）

（
権
利
の
調
査
）

第
二
十
条
の
三

（
略
）

第
二
十
条
の
三

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の

規
定
に
よ
る
権
利
の
調
査
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の

規
定
に
よ
る
権
利
の
調
査
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
さ
れ
た
書
面
に
記
載
さ
れ
た
代
金
返
還
請
求
権
等
に
係
る
瑕
疵
が
法
第

十
四
条
第
一
項
の
瑕
疵
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
、
当
該
書
面
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

一

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
さ
れ
た
書
面
に
記
載
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
権
に
係
る
瑕
疵
が
法
第
十

四
条
第
一
項
の
瑕
疵
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
、
当
該
書
面
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

二

（
略
）

二

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
十
二
条

第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
供
託
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
第
一
項
中
「
法
第
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
」
と
、「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
」
と
、「
別
記
第
四
号
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
十
号
様
式
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
」
と
、
第
十
一
条

中
「
法
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
一
項
」
と
、「
同
条
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
二
項
」
と
、「
別
記
第
五
号
様
式
」
と
あ

る
の
は
「
別
記
第
十
一
号
様
式
」
と
、
同
条
及
び
第
十
二
条
中
「
建
設
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
」
と
あ
る

の
は
「
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
三
条
第
一
項
の
免
許
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事

（
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
信
託
会
社
等
に
あ
っ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
）」と
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第

九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
二
項
」
と
、「
別
記

第
六
号
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
十
二
号
様
式
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
第
六
号
の
二
様
式
」
と
あ

る
の
は
「
別
記
第
十
二
号
の
二
様
式
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条

第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
供
託
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
第
一
項
中
「
法
第
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
」
と
、「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
」
と
、「
別
記
第
四
号
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
十
号
様
式
」
と
、
同
条
第
二
項

中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
」
と
、
第
十
一
条

中
「
法
第
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
一
項
」
と
、「
同
条
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
二
項
」
と
、「
別
記
第
五
号
様
式
」
と
あ

る
の
は
「
別
記
第
十
一
号
様
式
」
と
、
同
条
及
び
第
十
二
条
中
「
建
設
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
」
と
あ
る

の
は
「
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
三
条
第
一
項
の
免
許
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事

（
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
信
託
会
社
等
に
あ
っ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
）」と
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第

九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
九
条
第
二
項
」
と
、「
別
記

第
六
号
様
式
」
と
あ
る
の
は
「
別
記
第
十
二
号
様
式
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
第
六
号
の
二
様
式
」
と
あ

る
の
は
「
別
記
第
十
二
号
の
二
様
式
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
三
十
四
条

法
第
二
十
五
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条

法
第
二
十
五
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
十
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
保
険
契
約
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
単
に
「
保
険
契
約
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項

一

法
第
十
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
保
険
契
約
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
単
に
「
保
険
契
約
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
〜
リ

（
略
）

イ
〜
リ

（
略
）

ヌ

保
険
契
約
に
基
づ
く
損
害
の
塡
補
の
内
容
及
び
保
険
金
の
額

ヌ

保
険
契
約
に
基
づ
く
損
害
の
て
ん
補
の
内
容
及
び
保
険
金
の
額

ル
〜
ヨ

（
略
）

ル
〜
ヨ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
資
産
の
運
用
方
法
）

（
資
産
の
運
用
方
法
）

第
三
十
六
条

保
険
法
人
は
、
保
険
料
と
し
て
収
納
し
た
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の
運
用
を
行
う
に
は
、
次
に
掲
げ

る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条

保
険
法
人
は
、
保
険
料
と
し
て
収
納
し
た
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の
運
用
を
行
う
に
は
、
次
に
掲
げ

る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第

四
十
三
号
）
第
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
を
い
う
。）へ
の
金
銭
信
託
で
元
本
補
塡
の
契
約
が

あ
る
も
の

三

信
託
業
務
を
営
む
金
融
機
関
（
金
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
十
八
年
法
律
第

四
十
三
号
）
第
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
を
い
う
。）へ
の
金
銭
信
託
で
元
本
補
て
ん
の
契
約

が
あ
る
も
の
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